
逖 

㿋
逷
㿌 

【
読
み
】
テ
キ 

【
意
味
】
と
お
い
、
は
る
か 

[
形
声
]
声
符
は
狄 て

き

。
狄
に
逖
遠
の
息
が
あ
る
。
金
文
に
「
戰
逖

ひ
つ
て
き

」「
克
逖

こ
く
て
き

」
の
よ
う
に
、
遠
く
征
伐
・
追
討
す
る

意
に
用
い
る
。
狄
は
犬
牲
と
火
と
に
従
い
、
邪
悪
を
遠
く
祓
う
儀
礼
を
示
す
字
で
あ
ろ
う
。 

〔
説
文
〕

二
下

に
「
遠
ざ
く
る
な
り
」
と
し
、
古
文
と
し
て
逷
を
録
す
る
。
逷
に
は
剔
除

て
き
じ
Ỹ

の
意
が
あ
る
。 

〔
書
、
牧
誓
〕
は
武
王
が
殷
の
紂
王
を
伐
つ
と
き
の
辞
で
、
そ
の
属
す
る
諸
小
俣
に
「
逖 は

る

か
な
り
、
西
土
の
人
よ
」

と
よ
び
か
け
て
い
る
。 

〔
左
伝
、
僖
二
十
八
年
〕
に
「
王
慝
糾
逖

お
う
と
く
き
う
て
き

せ
よ
」
と
あ
り
、
王
意
に
違
う
も
の
を
追
放
す
る
こ
と
を
い
う
。
金
文

の
「
戰
逖

ひ
つ
て
き

」
に
近
く
、
本
来
動
詞
的
な
語
で
あ
る
。 

①
と
お
い
、
は
る
か
、
と
お
ざ
け
る
。
②
惕 て

き

と
通
じ
、
う
れ
え
る
。 

 

【
逖
聴

て
き
ち
や
う

】
は
る
か
に
聞
く
。 

漢
・
司
馬
相
如
〔
封
禅
文
〕
伊 こ

れ
上
古
の
初
め
、
肇 は

じ

め
て
昊
穹

か
う
き
ゆ
う

の
民
を
生
ぜ
し
よ
り
、
列
辟
(
君
)
を
歴
選
し

て
、
以
て
秦
に
迄 い

た

る
。 

邇 ち
か

き
に
率

し
た
が

ふ
者
は
武
(
歩
)
を
踵 つ

ぎ
、
逖 は

る

か
に
聴
く
者
は
風
聲
あ
り
。 

 ←

逖 て
き

遠 え
ん 

遥
か
に
遠
い
／
逖 て

き

出
し
ゆ
つ 

遠
く
ゆ
く
／
逖 て

き

成 せ
い 

⾧
く
み
だ
り
が
わ
し
い
楽
声
／ 

逖
逖

て
き
て
き 

利
を
求
め
る
さ
ま
／
逖
聞

て
き
ぶ
ん 

は
る
か
に
聞
く
／
逖
慕

て
き
ぼ 

は
る
か
に
仰
ぎ
慕
う 

【
参
照
辞
書
辞
典
】
不
明 

 

逖 【
読
み
】
テ
キ
／
チ
ヤ
ク 

【
意
味
】 

①
と
ほ
い
。
は
る
か
。 



〔
説
文
〕
逖
、
遠
也
、
从
レ
辵
狄
聲
。 

〔
書
、
牧
誓
〕
逖
矣
西
土
之
人
。 

〔
傳
〕
逖
、
遠
也
。 

②
と
ほ
ざ
け
る
。
と
ほ
ざ
か
る
。 

〔
左
氏
、
僖
、
二
十
八
〕
糾
二
逖
王
慝
一
。〔
注
〕
逖
、
遠
也
。 

〔
易
、
渙
〕
渙
、
其
血
去
、
逖
出
。〔
注
〕
逖
、
遠
也
。 

③
う
れ
ひ
。 

〔
易
、
渙
、
虞
注
〕
逖
、
憂
也
。 

④
物
の
さ
ま
。
逖
逖
(3

)
を
見
よ
。 

⑤
或
は
狄
(7-20290

)
に
作
る
。 

〔
集
韻
〕
逖
、
或
省
。 

⑥
古
、
逷
(11-38950

)
に
作
る
。 

〔
説
文
〕
逖
、
逷
、
古
文
逖
。 

【
参
照
辞
書
辞
典
】『
大
漢
和
辞
典
』 

大
修
館
書
店 


